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特集　20世紀前半のヨーロッパ統合─中欧からヨーロッパへの道─
中欧の視点から見るヨーロッパの地域統合 
（特集の趣旨説明）
杵　淵　文　夫
21世紀に入って EUの加盟国が 20カ国を優に越えた頃，EUのヨーロッパ統合は順調に
進んでいるかのように見えた。しかし，ギリシャの債務問題に端を発する金融危機やイギ
リスの EU離脱問題にさらされ，近年では各国において反 EU政党が台頭しつつある。今日，
EUによるヨーロッパ統合はさらなる深化か後退かの岐路に立たされているように思われ
る。
このような情勢を念頭に，2018年 12月 1日に東北学院大学で開催されたヨーロッパ文
化総合研究所公開講演会において，ヨーロッパにおける地域統合の歴史を今一度振り返る
べく 2つの報告が行われた。その趣旨は，EUやその源流である欧州共同体（EC）や欧州
石炭鉄鋼共同体（ECSC）もそうであったように，ヨーロッパ統合が決して順調に進展し
てきたわけではないことを歴史的観点から確認することであった。この講演会では，組織
的活動を展開しつつも挫折に終わった事例として，世紀転換期と戦間期のそれぞれの時期
にドイツとオーストリアにおいて展開した地域統合構想を取り上げた。
本特集はそれらの講演内容にもとづいている。ところで，ヨーロッパの地域統合の歴史
を中欧の視点から研究することは，逆説的な意味合いを含んで見えるかもしれない。とい
うのも，中欧構想（Mitteleuropa）は中央ヨーロッパの政治統合および経済統合の計画と
して 20世紀前半に提唱された思想であり，ドイツ覇権下のヨーロッパというニュアンス
と結びついて理解されてきたからである。
他方で，中欧からヨーロッパへの地域統合の道は，実現こそしなかったものの一定のリ
アリティをもって現れた選択肢として近年着目されている。こうした研究は，これら構想
がどのような計画であったのか，いかなる歴史的背景の下で展開しえたのかを明らかにし，
さらに，なぜ実現しなかったのかその限界や問題性を明らかにする試みであると言える。
この試みによって，ヨーロッパにおける地域統合の歴史をより一層深く理解することがで
きるのではないかと思われる。
2 特　集
最後に，北村厚氏には，仙台で講演者として登壇することと本特集への寄稿を快く引き
受けていただいたことに改めて深く感謝を申し上げたい。
